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　私たちのチャレンジはゴール
ではなく始まったばかり！こう
したコミュニティの輪を広げて
いくことが大切なんだわ！�

コミュニティデザイン！ 
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chariP naViの主な機能 

chariP naViで使用しているデータ 
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カスタマー  

ジャーニー  

マップ 
プロトタイプ 

ペルソナ設定 

ブレイン  

ストーミング 

 
Analysis 

（分析） 

フィールド

ワーク 

如 何 に ユ ー ザ ー の 本 ⾳ に 迫 る か ！ 徹 底 し た デ ザ イ ン 思 考 と ア ジ ャ イ ル

の 融 合 ！  
私たちは、徹底したユーザー⽬線からのアプローチが必要だと判断！SNS のデータ解析をはじめ，データを
根拠としたブレインストーミング、ペルソナ設定、カスタマージャーニーマップなどから、利⽤者の本⾳に
迫るとともに、ユーザーの視点に⽴ってプロトタイプとなるアプリを作成！フィールドワークやアジャイル
開発で PPDAC サイクルをループさせながら、解決策を考えました！ 

 

私たちが果てないループバックの末に気づいたこと！学んだこと！ 

	 ⾏政に何でも任せきるのではなく、みんなで連携し、コミュニティを 

 デザインしながら、  

 京都市との連携状況 

 
 駐輪場業者や⼤学等とのアイデアに関する協議や連携にあたって，京都市
が橋わたし役となって，関係機関との協議の場を設定しました。また，アプ
リ開発に必要なデータについても所管課との調整を京都市が中⼼となって⾏
い，その結果，必要なデータがオープンデータとして公開されました。 
 さらに，市⺠と⾏政をつなぐCode for Japan の事業であるコーポレートフ
ェローシップに京都市として参画。実際に来られたフェローの⽅にもチーム
に加わってもらい，⾏政と市⺠をつなぐ⽴場から様々な⽀援をしていただき
ました。 

立ち上げ前からの協働での取組・コミュニケーション 

 チームの中⼼メンバーである Code for Kyoto，世界メッシュコー
ド研究会が定期的に開催している例会にチーム結成以前から参加し，
オープンデータの活⽤を中⼼に京都市として普段から市⺠の⽅と積
極的に連携を進めています。 

市民が設置した協働の場に専門家として積極的に参加  
 チャレンジ！オープンガバナンスへの京都市の課題提出を契機に、
地域課題を解決するようなサービスをみんなで作るための市⺠参加
型イベントが Code for Kyoto 主催で開催されました。（全 3 回） 
 このイベントに京都市も参加。周知・広報への協⼒はもとより，実
際にワークショップやチームメンバーに加わり，⾏政としての専⾨家
視点からアイデアをサポートしました。 
 

プラットフォームとしての役割 

●10 ⽉ 7 ⽇開催 
  チャレンジ！オープンガバナンス＆アーバンデータチャレンジ 2017 キックオ
フ CodeforKyoto 
●11 ⽉ 19 ⽇開催 
  京都市を IT のチカラでよくするぞ！解決策検討編 Code for Kyoto Reloaded 
●12 ⽉ 17 ⽇開催 
  京 都 市 を IT の チ カ ラ で よ く す る ぞ ！ ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 案 編
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